
雨塔 

 

黒く渦巻く夢公園の中は 途切れ途切れで 僕は口を閉じて眠る 

 

今日のご飯は 明日の朝ご飯だ 

変死体に飽きたら汚れた川に捨てよう 

 

何も起こらないと 退屈が暴走 

感覚が麻痺して 生き埋めを楽しむ 

 

瞼溶かす雨 揺らぐ耳を侵した 

何処まで行っても 電波がそれを動かしている 

 

でもタワーは皆の味方 欲しいもの全部持っている 


